平成　３　０　年度
となみ散居村学習講座

　と　な　み　散　居　村　を　学　ぶ　

　
　　第　５　回　
・期　日　　平成３０年９月２２日（土）　１３時３０分～１７時００分
・内　容　　となみ散居村の地域財産再発見
　
　　　　　　　「　人の一生と祭事と餅　」
・講　師　　　砺波市餅業組合　会長
天野　一男　先生
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「仲秋の名月とおはぎ（小豆・ごま・きなこ）」
　

1.　主　　　催　　となみ野田園空間博物館推進協議会・となみ散居村ミュージアム

２.　後　　　援　　砺波カイニョ倶楽部・砺波散村地域研究所
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３.　趣　　　旨　
４.　 講座内容 　第５回　　「人の一生と祭事と餅」

（１）　会　　　場 　となみ散居村ミュージアム情報館・研修室
（２）　進　　　行　　１３：３０　～　開　講

１３：３５　～　講　義　　　天野　一男　先生
１４：５０　～　餅つきと試食
１６：３０　～　終　了
５.　年間計画　　（１）今後の詳しい講座情報は、各市広報又は散居村ミュージアム
ホームページ等を通じてもお知らせします。

６.　その他　 　　（１）特定の回だけでも受講できますが、必ず事前申込みが必要です。
　　　　　　　　　　　　 申込みの受付け開始日は、その前回の講座開催日となります。

　　　　　　　   　（２）通常講座の受講料は、１回につき５００円です。
　　　　　　　   　（３）見学会（一日単位）の参加費は、別に定めます。
　　           （４）シンポジウムの受講料は、無料です。 
７.　　このテキストの内容は、この講座以外の使用、掲載を禁じます。
８.　　次回の講座案内
	～となみ散居村の地域財産発見～
「福光疎開時代の棟方志功とその住居の保存」

バスハイク　舟岡家、栖霞園、棟方志功記念館など
・と　き　　平成３０年１０月２０日（土）１３時３０分～１７時
　       ・講 師  前砺波散村地域研究所員・愛染苑職員
堀越　勝　　先生
・定　員　５０名



９.　 次回後の年度内予定
	　　＝シンポジウム「砺波ルネッサンスⅧ」＝
　　　　・と　　き　　平成３１年３月　９日（土）１３時３０分～１７時
＝北陸の古民家・歴史文化探訪見学会＝
　　　　・と　　き　　平成３１年３月２３日（土）　８時３０分～１７時
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人の一生と祭事と餅
　はじめに
　古来、日本人の精神文化には、神様や仏様などにお願いする「神頼み」ということがあります。また、「縁起をかつぐ」ということがあり、日本文化は縁起の文化とも言えます。
　近年、物質文化が浸透することで、神様や仏様などへの祈りの機会が少なくなり、核家族化の進行によっても、引き継ぐべき文化・行事・風習の継承が難しくなっており、これらの事柄の本質が良くわからなくなっているように見受けられます。
　時今は十五夜の月を愛でる時節を迎え、「月に団子」と言われますが、この際、人の一生を取り巻く「餅」の存在をまとめてみました。
●餅に関するテーマから
　１．餅の歴史
　２．餅の霊力
　３．鏡餅の形
　４．鏡開きの手法
　５．越中の雑煮は地域色豊か
１．餅の歴史
  餅は、紀元前３００年の弥生時代、米・麦を蒸して臼（うす）で搗く（つく）方法で作られていたようです。　餅に関する伝説は古くからありますが、日本最古の「豊後国風土記（ぶんごのくにふどき）」や「古事記」に古代人の餅に対する敬意と思いが記されています。神話の世界に人の誕生と食物起源の関係を餅で表した物語があり、餅を神秘的なものと考えていたことが伺われます。
　餅の語源は、持ち歩きの利便さと腹に保つとの両説があり、糯米（もちごめ）を古語で「毛知志禰」といったことから「餅飯（もちいい）」と言われたようです。
　平安時代に入って貴族の種々の儀式に餅が使われるようになります。鏡餅もその一つで、歯固めとして、年の始めに歯にこたえるものを食べ、年をかためるという意味で、鏡餅を高杯に盛り、他の料理と共に膳にあがりました。これが、正月に食べる雑煮餅の始まりとなります。　そして、餅のことを「かちん」とも言い、勝餅とたとえるなど、戦勝祈願にも餅を供えました。
　昔の食事は朝夕の二食制であり室町時代頃から「非時（ひーじ・食事をとるべきではない時間）」に果物や餅を食することが始まり、これが「おやつ」と称するものになります。
　このような古い伝統を持つ餅は、時代が進むにつれて賀儀用（鏡もち・おけそく）、行事用・慶事用（鶴の子餅・節句餅・誕生餅）、一般菓子用（大福餅・うぐいす餅・あんころ餅・桜もち）などとして、日常生活の中に浸透していきます。
　特に富山県の餅は、原料米に新大正餅米を使用し、風味、ねばり等、品質は我が国最高で、全国の人々に親しまれていると言えます。
２．餅の霊力 
　先に挙げた『豊後国風土記』（７１３年）というふるさとの起こりを書いた本には、 
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  「豊後の国（現在の大分県）の球珠速水（くすはやみ） の郡（こおり）の田野（たの）に住んでいた人達は、水田を作って稲作を行っていました。余った米で大きな餅を作り、それを的にして矢で射ると、その餅は白い鳥になって飛んでいってしまい、その後、家は衰え、水田は荒れ果てた野になった。」という話があります。 この時の餅はおそらく白くて丸く大きな平たいものだったのでしょうか。 
　このことからは、白い餅は縁起のよい白鳥に連想され、神秘な霊を宿すものと考えられて、粗末に扱うことのないようにという意味が込められていたのでしょう。 つまり、餅が稲の神様である稲霊（いなだま） を象徴していたようで、日本では餅は単なるおいしい食べ物だけではなく、神が宿る特別な存在として敬（うやま）われてきたことを意味していたのです。餅を食べると力がつくので、新しく生命を再生させる霊力（れいりょく）があると信じられ、ハレの日（お祝いのある特別な日）に餅を食べる習慣が広がったと思います。 
３．鏡餅の形 
　鏡餅は平たくて丸く、どっしりとしています。その形はまるで満月のようです。 
　そして、一説には人の魂がこもる心臓を模したとも、また、社会や人間同士のお付き合いが円満であることをあらわしているとも言われています。 
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４．鏡開きの手法 
　１月１１日は「鏡開き」の日です。 
　中世以降の武家社会では古くは１月２０日だった
ようです。それが江戸時代になって１月１１日になったものでその名残からか、地方によっては日取りはまちまちだったようです。 
 正月には、神様は新しい生命を与えるために現れると信じられ、神様に供えた鏡餅には神様の霊力が宿っているのですから、 お供えした鏡餅を下げて、家族みんなで有り難くいただくのです。
武家では、鏡餅を具足（戦いの時に着ける装身具）を納めた箱の上に供えましたから、それを包丁刀で切るのは縁起が悪い。また、神様や縁者との縁を切るといって嫌いました。　　
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よって、木槌で叩いて割って食べたものです。このことが運を開くに通じるために鏡開きと言われるようになりました。
　
固くなった餅を切ったり割ったりして、その餅を焼いてぜんざいにしたり、水と一緒に小鉢に入れて電子レンジで加熱すると柔らかくなり、きな粉に砂糖を混ぜたものを付けたり、大根おろしや納豆と醤油で食べるなど、美味しく餅は食することができます。 
　お餅ってすごい食べ物ですね。餅は固くなっても食べられます。　
５．越中の雑煮は地域色豊か　　　　　　　　　　　中井富山大准教授(当時)調査
　正月の定番料理と言えば、雑煮。今年も多くの家庭で食卓に並んだはず。その雑煮を対象に富山大人文学部の中井精一准教授（３９）が２００５（平成１７）年から富山大の学生にアンケートを実施し、全国の雑煮について調査している。
　今回、県内在住者を中心に学生約３５０人から、正月に実家で出された雑煮について、味付けや餅の形、具材といった情報を写真付きで提供してもらい、県内の傾向をまとめた。
　県内の雑煮は、餅の形は四角、味付けは醤油ベースが大半だったが、具材には地域ごとに大きな違いがみられた。
　県東部ではエビや魚、根菜類など具だくさんの傾向が強く、西部ほど具の少ないシンプルな雑煮が多かったという。郷土色豊かな伝統の味が各地で受け継がれているようだ。 
　黒部や魚津市、入善町では、具材にフクラギやサバ、カワハギといった魚を使う雑煮が多かった。滑川市や立山町では、エビとすり身を一緒に入れたものが目立ち、富山市は鶏肉入りとエビ入りの割合が半々だった。射水、高岡市では鶏肉入りの割合が高くなり、小矢部、砺波、南砺市は魚介や肉などを入れない雑煮が大半だった。
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　具の量も大きく異なった。県東部では、魚介類のほか、ニンジンや大根といった根菜類、豆腐などの具材を入れ、餅が隠れるほど具だくさん。一方、西部ほど具材は少なくなる傾向があり、小矢部や南砺市ではネギや三つ葉といった薬味だけのお吸い物風が主流だった。
　中井准教授は「同じ県内でこれほどバリエーションに富んだ所は、他にないのではないか」と話す。
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　江戸時代の前期ごろから普及し始めたとされる雑煮。県西部と東部の違いについて「西部は、歴史的に金沢の文化の影響を受けている可能性が高い。雑煮が質素な地域は、おせちに力を注ぐ傾向がある」と説明している。　　　　　　（当時の北日本新聞より抜粋）
●人の一生のテーマから
　１．腹帯（５ヵ月目の戌の日）　（餅と赤飯）　　
　２．ころころ餅（産み月）　（餅と赤飯）　　
　３．出産の祝い　（赤飯）
　４．三日の餅（お母さんの体力回復）（力もち）（お供え）　 
　５．お七夜（誕生）（生後七日目命名披露）　（餅・赤飯）
　６．初産帰り　（餅と赤飯）
　７．百日の一粒食い  （餅と赤飯）
　８．初節句（女子は三月三日、男子は五月五日）（餅と赤飯）
　９．天神様　（餅）
　１０．一歳・初誕生　（餅と赤飯）
　１１．七五三の祝い（餅と赤飯）　三歳（男子・女子）五歳（男子）七歳（女子）
　１２．入学祝い　（赤飯・饅頭・どら焼き）
　１３．卒業祝い  （赤飯・饅頭・どら焼き）
　１４．成人式（一月十日）　（赤飯） 
　１５．就職祝い  （赤飯・饅頭・どら焼き）
　１６．結納の儀　（赤飯・饅頭）
　１７．結婚の儀  （赤飯・饅頭） 

　１８．厄年払い　（餅）　十九歳（女）　二十五歳（男）  三十三歳（大厄・女）
　　　　　　　　　　　　　  四十二歳（初老大厄・男）　六十一歳（男女）
　１９．身祝　（餅）　（かぞえ歳）　六十一歳（還暦）　七十歳（古稀）　七十七歳（喜寿）
　八十歳（傘寿）　八十八歳（米寿）　九十歳（卒寿）　九十九歳　（白寿） 
百歳（上寿）　百八歳（茶寿）　百十一歳（皇寿）
１．腹帯 
　妊娠５カ月目の戌（いぬ）の日に、赤ちゃんが健やかに育つ様に、そして、安産を願って腹帯を巻きお祝「着帯祝い」をします。戌の日に巻くのは、犬が多産でお産が軽いことにあやかっています。　　
· お餅と赤飯－豆餅　赤飯でお祝いし、神仏様にも供えます。
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２．ころころ餅 
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　「器量が良い子が生まれ、生まれてきた子が、やけどをしないように」とのいわれから、絶対に焼いて食べず、煮たりして食べるものと言います。
　・お餅と赤飯－　
ころころ餅（卵形・小判形）は紅白で。一軒５個（奇数）で、箱に入れます。
赤飯でお祝いし、神仏様にも供えます。
３．出産のお祝い 
　赤ちゃんが生まれたお祝です。　食事の献立に赤飯を添えます。
・赤飯－男子は小豆・黒豆、女子は小豆とされ、神仏様にも供えます。
4.三日の餅（力もち）
　出産３日目に、母乳の出が良くなるように、お母さんが食べます。
　また、お母さんの体力回復のためのお餅でもあります。
・お餅－
　白い丸い小さな餅。神仏様にもお供えします。
　　 三日の団子汁・餅粉のみそ汁団子にズイキ・カツヲ節を添えます。 
　 　南砺地方では、三日目におはぎを配ります。 
5．お七夜（誕生）
　赤ちゃんにつけた名前を、家族や地域の人々、その土地の産神（うぶがみ）様に報告する儀式です。「命名式」「名付けの祝い」
　その起源や由来は、医療が発達していなかった時代、赤ちゃんの生存率が低く、特に誕生直後の一週間を無事に過ごせることはとてもおめでたいことなので、生後七日目の夜にお祝が行われるようになりました。
・お餅と赤飯－
　　 お里から嫁ぎ先への手土産となります。嫁ぎ先は親戚・親しい友人ご近所へ配りまし
た。　
　　 （男子）豆白一升五合で一重ね　　（女子）紅白一升五合で一重ね
 　  御膳には、小豆・黒豆（男子）　小豆（女子）で祝います。神仏様にも供えます。
　　　　新湊では、赤ちゃんの無垢さにあやかって、白い無垢なお餅白・白を手土産に渡す風習もあります。
6．初産帰り 
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・お餅とどら焼きと赤飯－
　　　お餅とどら焼きは、お里から嫁ぎ先への手土産となります。嫁ぎ先は親戚・親しい友人ご近所へ配りました。
  　　（男子）豆白一升五合で一重ね。　（女子）紅白一升五合で一重ね
　　　赤飯は、ご膳に小豆・黒豆（男子）。小豆（女子）で祝い、神仏様にも供えます。
7．お食い初め（百日の一粒食い祝）
　平安時代から行われた生後百日目を迎える赤ちゃんのお祝いの儀式です。
　神社などにお参りした後、母乳やミルク以外の食べ物として、祝いの午御膳「お食い初め」を行うのです。「健やかに育った事に感謝し、健康で丈夫に育つように」「一生食べ物に困らないように」との願いが込められています。
　赤ちゃんに食べる真似をさせる儀式で、男の子ならおじいちゃんの左膝に、女の子ならおばあちゃんの右膝に座らせて。一番長寿の人がお箸を持って行います。
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　御膳は一汁三菜。順番は、ご飯→汁物→ご飯→尾頭付きの魚→ご飯の順番に、三回食べさせる真似をします。
　 ・お餅・赤飯－
　　二の膳に紅白餅を五つ添えるのが本格的です。　
　　赤飯は、ご膳に小豆・黒豆（男子）。小豆（女子）で祝い、神仏様にも供えます。
8．初節句（女子は三月三日、男子は五月五日）  
　子どもが生まれて初めて迎える節句、赤ちゃんの健やかな成長を祝い、厄除けを願います。女の子は、桃の節句（三月三日）　男の子は端午の節句（五月五日）
　お里から、雛人形や武者人形を贈ります。
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・お餅と赤飯－
　　お里は、雛人形や武者人形と一緒にお供え用のお餅と配る餅を持参します。
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9．天神様（菅原道真） 
  天神様は、菅原道真公で「学問の神様」とされ、男子が賢く育つよう願いをこめて祭り祝います。男の子が生まれると、お里が嫁ぎ先へ十二月の上旬頃に天神様を持参します。
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10．一歳・初誕生  
　満一歳までの成長に感謝すると共に、「一生（一升）食べるに困らないように」と祈願してお祝いします。丸い餅は、「一生丸く、円満に長生き出来るように」の願いが込められています。
　丸餅（白）を風呂敷で包み、子供がかつぎます。立てなかっても縁起は良いのです。
大人が背後から手を添えて写真撮影するのも如何でしょう。
　近年、餅に名前を書くこともありますが、父親が半紙に名前を書き、餅と一緒にかつぐことがお勧めと思います。父親としての自覚も増すのです。
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11．七五三の祝
　起源・由来は、室町時代といわれ、江戸時代の武家社会を中心に関東から全国へ広まったようです。今日まで無事に成長したことへの感謝と、健康に育ち長寿を願う意味を、神様に祈願するお祝の行事です。
　男の子は五歳（地方では三歳も）、女の子は三歳と七歳とされ、年齢は旧暦（かぞえ）で、近年は、満年齢でも行われています。
1 三歳・・・男女とも髪を伸ばし始める　”髪置（かみおき）”    言葉を理解する
2 五歳・・・男の子は袴（はかま）を着る　”袴着（はかまぎ）”  　知恵がつく
3 七歳・・・女の子は着物帯の装い始め　”帯解（おびとき）”   乳歯が生え代わる
・お餅と赤飯－
  お祝のご膳には赤飯（小豆や黒豆）、神仏様にも供えます。
お祝のご膳に小さな紅白餅を添えます。
お祝返しに、赤飯の折り詰めをお返しします。
お祝の御膳は、割り箸は使わず「柳の丸箸」を使い、めでたいに
かけた「お頭付きの鯛」を用意します。献立は一汁三菜で赤飯
や季節のご飯もの、椀物、季節の焚き合わせ、香の物や酢の物、
紅白餅などが主流です。

12．入学祝い 
　保育園や幼稚園・学校への入学を祝う。
　神仏や親戚・家族に感謝を示し、家族で祝いの食事
を行うことも多いのではないでしょうか。
・赤飯－
親戚や友人に配る。祝い返しに赤飯・饅頭・どら焼き
神仏様にも供えます。

13．卒業祝い  
　就学を無事終了し、卒業を祝う。神仏や親戚・家族に
感謝を示し、家族で祝いの食事を行うことも多いのでは
ないでしょうか。
・赤飯－
親戚や友人に配る。祝い返しに赤飯・饅頭・どら焼き
神仏様にも供えます。
14．成人式
　奈良時代に起こった元服に始まる日本特有の風習で、
ヨーロッパやアメリカではこのような式典などはないと言う。
中華人民共和国などでは、成人となった時期（十八歳）
のイベントを成人式として表現するところもあると言う。
成人となる年齢は地域でかつ時代で異なるが、
現在は１８７の国・地域のうち、１４１の国・地域で成人
年齢が十八歳（十六歳・十七歳も含む。）である。
・赤飯－
　　成人を祝い、赤飯を家族で食べます。神仏様にも
供えます。
15．就職祝い 
　就学を終了し、社会人に成り祝う。神仏や
親戚・家族に感謝を示し、家庭で祝いの食事
を行うことも多いのではないでしょうか。
・赤飯－
親戚や友人に配る。祝い返しに赤飯・饅頭・どら焼き
神仏様にも供えます。
勤め先に挨拶として持っていく場合も。
1６．結納の儀
　婚姻に先だって結婚の約束を公にするために行う儀式です。一般的に言って結納をもって婚約の成立となります。庶民の間に広まったのは江戸時代末から明治初期と言われています。
結納が済んだ後に「祝い膳」をいただくときは、割り箸を使用しません。割り箸は『割る』という言葉が縁起が悪いとされ慶事用の寿の袋に入った丸い箸を使用します。
・赤飯と饅頭とどら焼き－
　　　祝い膳には、赤飯とお嫁さんが早く家に馴染むように「落ち着きの餅（小さな紅白餅・吸い物に入れる）」
 　　親戚や、親しい友人、近所へ配りものとして、赤飯、饅頭、どら焼きがあります。
                 
１7．結婚の儀
・赤飯と饅頭とどら焼き－
　　披露宴の引き出物に、赤飯や紅白饅頭・どら焼きなどがあります。
18．厄年払い（かぞえ歳で）  
　厄年（やくどし）は、厄災が多く降りかかるとされる年齢のことです。平安時代には既に存在し、根強く信じられている風習に一つです。男性は二十五歳・四十二歳初老、女性は十九歳・三十三歳、加えて男女共六十一歳となります。厄年には「厄祓い」・「厄除け」を行い、神仏の加護を受けて凶事や災難を未然に防ぐのが厄払いです。
　砺波地方では、お正月に神社で厄払いをしていただき、その際に、お餅を奉納します。そして、男性は厄を小さく（少なく）するため、親戚や友人を招き宴（厄分けの宴）を開く際には、引き出物としてお餅が用いられます。
・お餅－
  お正月に神社へ参り、紅白餅を奉納します。
　神社へ持参するお餅の注文は、男性の二十五歳は親が、男性の四十二歳（大厄）と女性の三十三歳（大厄）は本人が、六十一歳は親への感謝も込めて子供がしましたが、近年、どうでしょうか。
　奉納のお餅は、白を下に紅を上に重ねます。帰りに、赤餅をお下がりとしていただきます。
　
19．身祝の餅（かぞえ歳）
　数え年六十一歳の還暦、七十歳の古希、七十七歳の喜寿、八十歳の傘寿、八十八歳の米寿、九十歳の卒寿、九十九歳の白寿と、それぞれの長寿の祝いがあります。
・お餅と赤飯－
　 お正月に神社へ参り、紅白餅を奉納します。
長寿の祝いとしての引き出物に、紅白のお餅と赤飯を用意することも多いと思います。


●祭事のテーマから
　1．お正月　（餅）
　２．左儀長　（餅）
　３．節句（桃の節句三月三日）（桜餅・うぐいす餅・餅と赤飯）　
　４．お彼岸（春分の日）（三月二〇日年による）（ぼたもち）
　５．五月見舞い　（餡入り餅・いりがし）
　６．春まつり　　（赤飯）
　７．節句（たんごの節句・五月五日）（柏餅・餅と赤飯）
　８．お盆　　（おはぎ）
　９．秋まつり　（赤飯）
　１０．お彼岸（秋分の日）（九月二十三日年による）（おはぎ）　
　１１．法事　（オケソク・赤飯）
　１２．地鎮祭・上棟式・竣工式　（赤飯・饅頭）
　１３．針せんぼ　（ナガマシ）
　１４．土用の丑と餅（豆餅・あんころ餅）
1．お正月           
　
◯鏡開き    　　　　  
　鏡開き（かがみびらき）・鏡割り（かがみわり）とは、正月に神（年神）や仏に供えた鏡餅を下げて食べる行事である。神仏に感謝し無病息災などを祈って、供えられた餅を頂き、汁粉・雑煮などで食されます。
　　江戸時代には、商家の家では蔵開きの行事と称し、武家では具足餅を下げて雑煮等として食し、これを「刃柄（はつか）」を祝うと言った。この武家社会の風習が一般化したものです。先に述べた通り、刃物で餅を切るのは切腹を連想させるので手や木鎚で割り、「切る」「割る」という言葉を避けて「開く」という言葉を使用したものです。鏡は円満を、開くは末広がりを意味するのです。
また、鏡餅を食すことを「歯固め」と言い、硬いものを食べ歯を丈夫にして年神様に長寿を祈ったのです。
◯鏡餅のいろいろ       　
　　地域によっては、餅が三段のもの、二段の紅白としたもの（石川県）、細長く伸ばしたものを渦巻状に丸めてとぐろを巻いた白蛇に見立てたものなど様々なものがあります。
◯お正月にお餅を食べる理由 
　　餅は古来神聖な食べ物として尊ばれ、また、餅は長く延びて切れないことから、長寿
を願う意味があります。
　　年神様に供えた餅を下ろしいただくことで、一年の無病息災を祈る気持ちが込められます。
◯お雑煮に用いるお餅の形と地域性 
　お雑煮のお餅には、四角い角餅と丸い餅の２種類があります。　大雑把に東日本は角餅、西日本は丸餅文化と言えます。お雑煮発祥の地・京都は丸餅であり、ゆでて食するものとなり、角餅は、焼いて食べる地域が多いようです。
2．左義長  
　

　一方、宮城県仙台市周辺では「どんと祭り」と呼ばれ、お正月飾りを燃やし、煙を浴びると一年間無病息災と言われており、ここでは「神事」ではなく、「お祭り」として神社で行われています。
　また、左義長の土台は、竹や木を土台に三脚を作りますが、大半のどんど焼きの土台は、稲を刈り取ったとき出る”ワラ”で作られます。　これは、田の神様が元になっている訳です。
　こうして見てみますと、「同じ火をたく行事」ですが、元々は「宮中行事や占いなどの儀式・左義長」と「田の神様への信仰・どんど焼き」という別々の儀式・風習ということになります。 　
◇砺波地方では、次のような言い伝えがあります。
・煙を浴びると一年間無病息災・家内安全である。
・お餅やミカンを焼き、食べると、健康な年になる。
・習字紙を燃やし、高く上がると、字が上手になる。
3．節句 
　桃の節句（３月３日）の由来は、平安時代にはあったと言われ、子供を穢れ（けがれ）や邪気から守ることが重要視され、一年に厄払いの儀式があり、物の節句もその一つとなります。（年間の五つの節句。人日(じんじつ)（正月七日）・上巳(じょうし)（三月三日）・端午(たんご)（五月五日）・七夕(しちせき)（七月七日）・重陽(ちょうよう)（九月九日））
平安時代には、ひな人形を川に流すことが主流で、「ひな流し」と呼ばれていました。現在のような形になったのは江戸時代のようです。
◇雛人形の飾り方は、関東と関西では違います。
　＊京都風では男雛は向かって右！京都は公家の装いで飾る。
理由は、御所における天子の玉座の位置は左。日本古来の左は右よりも格が高い「左上座」という考えに倣っている。
　　　
◇縁起の良い食べ物
＊ひなあられ　四季を表した色合いで、季節ごとの自然の力をいただくことで健やかに暮らせるようにとの願いを込める。
＊桜餅　魔よけの意味が込められている。
＊ちらし寿司　縁起の良い具材が多く使用されており、長寿のエビ、健康でマメ、先の見通しがつく、子孫繁栄のレンコンなどである。
＊ハマグリのお吸い物　幸せな結婚生活を願う。
＊菱餅　桃色は魔除け、白色は純潔、緑色は健康長寿の意味と言われている。
＊白酒　邪気を払う。長寿の意味と言われている。
・お餅と赤飯－
　　桜餅、菱餅、ひなあられを飾り、赤飯を神仏様にも供えます。

４．お彼岸（春分の日）  
　春のお彼岸は、春分の日（三月二十日頃、年による）を中日として、前後三日間、計七日間を「春のお彼岸」といいます。
　秋のお彼岸は、秋分の日（九月二十三日頃）を中日として前後三日間、計七日間を「秋のお彼岸」といいます。
◇お彼岸の本来の意味
　「彼岸」の本来の意味は煩悩を脱した悟りの境地のことを言います。三途の川をはさんで、私達の住んでいる世界を此岸（しがん）といい、向こう側（仏様）の世界を彼岸（ひがん）といいます。
◇「お盆」と「お彼岸」違い
　「お盆」では、先祖が自ら私達のところまでやって来て下さるのをお迎えし、供養し、そして再び送り出すのに対して、「お彼岸」は、一年でこの世とあの世が最も近くなる日とされる春分・秋分の日、私達（子孫）が先祖の元へ出向いて供養をする違いがあります。


皮を取ってこしあんを使うということです。


　また、小豆の赤色は古くから邪気を払う効果があると考えられ、貴重な砂糖を使い特別な日の食べ物でしたので、お供えし、先祖の供養・感謝・お願い・祈りました。　
つまり、ぼたもちを食べるのは、お彼岸の中日、春分の日なのです。
5．五月見舞い 
　五月は田植えで忙しく、一服に食べて頂くためにお餅を嫁ぎ先から届ける習慣がありました。
・お餅－
　　餡入り餅
6．春まつり 
  春に行われる祭りで、その年の豊作を祈る祈年祭（としごいのまつり）であることが多い。　獅子舞は一般的に秋祭りが多いが、一部で行われる。　
　南砺市では熱送り祭りとも言われ、病害虫被害を防ぎ、農作物の豊作を願う行事もあります。
・赤飯－
各家では、酒と菓子箱を手土産として親戚、知人が集まり、今年の豊作を祈り、収穫に感謝するため、座敷に宴席を設けて会食する習慣は今も残る。その引き出物などや神仏様にも供えます。
7．節句 
　端午の節句は菖蒲の節句とも呼ばれ、男子の健やかな成長を祈願します。この日に男の子の成長を祝うようになったのは、鎌倉時代の武家の間で五月五日が尚武の節句として盛んに祝われるようになり、江戸時代以降、厄よけに使用する「菖蒲」と「尚武」（武道・武勇を重んじること）が同じ読みであること、菖蒲の葉の形が剣を連想させることなどから盛んになりました。
◇端午の節句と、こどもの日の関係は？
　戦後こどもの日を制定するに当たり、当初いくつかの案はありましたが、男子の健やかな成長を祈願する「端午の節句」の日に決まったそうです。
◇こどもの日に、兜やこいのぼりを飾るのはなぜ？ 
　端午の節句の日として、こどもの日が近づくと、五月人形やこいのぼりを飾るのです。
◇兜や鎧の意味は？
　鎌倉時代以降の武家社会の中では、兜や鎧は男性にとって身を守るための大切な道具で、男の子の安全と成長を祈願し座敷に鎧や兜、武具を飾りお祝いしたのが始まりのようです。

　地方では「柏餅」、関西地方では「ちまき」を食べます。
・「柏餅」　柏の葉は、新芽が出るまで葉が落ちないので、子孫繁栄を願う。
・「ちまき」　昔は、茅（ちがや）の葉で巻かれていて、茅は、中国の故事で繁殖力が強く神霊が宿り、邪気を払うとされていたのですが、今は笹が使われています。
◇菖蒲湯に入る理由は？ 
　「勝負」や「尚武」と読みが同じことにあやかって厄祓いとしての風習であり、武士が出陣の前に菖蒲湯に入っていたともいわれています。
・お餅と赤飯－
　　柏餅（関東）ちまき（関西）、小豆・黒豆の赤飯、神仏様にも供します。
8．お盆  
　お盆（おぼん）とは、夏に行われる祖先の霊を迎え祀る行事です。日本古来の祖霊信仰と仏教が融合した行事と言えます。この期間は、八月十三日から十六日までとなります。
　　十三日に先祖の霊をお迎えする。（迎え火）
　　十六日に先祖の霊をお送りする。（送り火）
　お墓や仏壇のどちらにお参りされてもご先祖
様はいらっしゃるのです。　
・お餅と赤飯－
　オケソク・おはぎ（お供え）
　オケソク（左右で十個・十四個、各奇数）で
高坏（こうはい）・供笥（くげ）に盛ります。 
9．秋まつり 
　秋祭り（あきまつり）とは秋に行われる祭りの総称で、主に農村地帯においては収穫を感謝する祭りとなります。
◇獅子舞の獅子とはライオンのことを指すようです。インドではライオンは農耕民の間で神として崇められ、その偶像化された獅子舞が日本に伝わり浸透したとも考えられています。今や邪気払いや縁起物として、祝い事の席などで欠かせないものとなっています。
　「越中獅子」と呼ばれる富山県の獅子舞は、農作物の収穫の感謝の意味で行われますが、獅子舞の舞い方は地域によって特色があり、農耕文化圏として盛んな地域となっています。
・赤飯－
各家では、酒と菓子箱を手土産として親戚、知人が集まり、今年の豊作を祈り、収穫に感謝するため、座敷に宴席を設けて会食する習慣は今も残る。その引き出物などや神仏様にも供えます。
10．お彼岸（秋分の日）  
　秋のお彼岸は、秋分の日（九月二十三日頃）を中日として前後三日間、計七日間を「秋のお彼岸」と言います。春のお彼岸は、春分の日（三月二十日頃、年による）を中日として、前後三日間、計七日間を「春のお彼岸」と言います。
　この他は、4．お彼岸（春分の日）の項を参照してください。


　おはぎを食べるのは、お彼岸の中日。秋分の日です　　　　　　　　
　なお、砺波地方では粒あんが好まれ、（春）のぼたもちも
粒あんの店もありますよ。
11．法事（弔事）
　法事とは、故人の冥福を祈り、霊を慰めるための行事です。
「法事」は法要を含み、その後の食事など全体の事を言い、「法要」とは住職のお経のもと、故人を偲び、故人が冥土（あの世）で幸福でいられるように祈り、「故人がいたから自分がいる」、「故人による人と人のつながり」を再認識し故人への感謝とともに自分自身を見つめ直す機会と言えます。
　初七日に続き、十四日目・二十一日目・二十八日目・三十五日目・四十二日目・四十九日目まで住職を招くことを、忌日法要（キビホウヨウ）と言います。
　四十九日で「忌明け：きあけ」となり、後の法要は一周忌、三回忌、七回忌、十三回忌、十七回忌、二十三回忌、二十七回忌、三十三回忌、五十回忌と続くのです。
　砺波地方では五十回忌で法事を終了し、それを「弔い上げ（トムライアゲ）」といいます。　
・お餅と赤飯－
　お餅他－－お供え用　・オケソク（十個・十四個程度）
引き出物－－オカザリ、黒豆の赤飯、小豆の赤飯
（五十年忌）、どら焼きや饅頭
手土産－－どら焼きや饅頭（年忌が大きくなると大きい。
焼き印は、四十九日まで「ハス」、一周忌
以降は「法会」が原則だが、どちら一方でも
良いとされる。）
12．地鎮祭・上棟式・竣工式  
地鎮祭とは、着工時にその土地の神を祀って工事の安全を祈願します。
・お餅など－　ありません。
上棟式とは、棟上げ（むねあげ）、建前（たてまえ）、建舞（たてまい）ともいい、木造住宅の場合、柱・梁・屋根が組上がり、無事に主要な工事が完了したことに感謝し、これからの工事が安全におこなわれ、よき建物が出来上がると共に、新築建物に災難が無いことを祈ります。
・赤飯、饅頭－
　大工さんや工事関係者に感謝の意味で赤飯を配ったものです。親戚などから饅頭の届けもありました。

竣工式とは、建物が無事完成したことを神に奉告するとともに工事関係者に感謝し、長く堅固であることを祈願します。
・赤飯、饅頭－
　祝いの宴を開く場合には引き出物に赤飯や饅頭を配ったものです。

13．針せんぼ（針供養）
　針仕事を慎み、使えなくなった針を餅や豆腐、こんにゃくなどに刺して供養し、神社に納めて裁縫の上達を祈ることを｢針供養｣といい、全国的には２月８日に行われますが、富山では｢針歳暮｣と呼ばれ、１２月８日に行われています。
 　富山では、針を刺す餅を｢針せんぼ餅｣といい、「ナガマシ」が使われます。「ナガマシ」とは、大振りの大福餅のことです。
　　
・お餅－　ナガマシ
14．土用餅  
　土用の丑の日には、夏バテや病気回復に効果のあるウナギを食べる風習がありますが、 同様に、餅の外側を小豆餡（あずきあん）で包んだ「あんころ餅」を食します。
このような土用餅を食べる地域は、関西（京都）や北陸地方（金沢）が中心となり、その他の地域の方には馴染みがないことから知らない方も多いと思います。
・お餅－　あんころ餅
●その他（一息）   
1．赤飯の保存
　金時や黒豆は、豆を砂糖で甘く味付けしてありますので、ジャーなどで永く温めないで下さい。砂糖の甘みが豆の外に出てしまいます。特に黒豆などは、豆の周りが黒くなります。召し上がる数時間前に電気を入れて下さい。最後は、電子レンジで温めて下さい。米のうすい塩味と甘い豆で食してください。
　なお、小豆の赤飯は長時間加熱しても大丈夫です。
2．餅の搗き直し
　お正月のお餅など固くなった餅ですが、捨ててはいませんか。水につけて、小さく切って、蒸し搗き、餡を入れ、餅が出来ます。
　また、少し新しい米を足すと、のし餅が出来ます。切って、冷凍保存していただくと良いでしょう。プラスチック容器・型の餅も可能ですよ。

3．涅槃団子（オネハンダンゴ）
　涅槃団子とは、旧暦の２月１５日、お釈迦様の命日に行われる法要「涅槃会」で参拝者に配られるお団子のことです。その団子はお釈迦様の舎利(ご遺骨)に例えられ、無病息災や交通安全、厄除けなどにご利益があるとされています。
 　富山県では、涅槃団子を毛糸で編んだ袋に入れて、子どもにお守りとしてランドセルに付けて持たせる風習が今も見られます。
あとがき
　太古の昔から神仏様にお餅をお供えし、人の命の尊さ・自然に対する感謝を祈ってきましたが、近年、社会変化と共に人の心も大きく変わり、風習の簡素化・廃止が進んでいます。
　お餅を食べる機会の減少に加え、飽食の時代と言われるように多様な食べ物が社会に満ちています。このことから、現代の人々は餅を美味しく食べる方法が少し分からなくなっているようです。　
今こそ、お餅を健康的に美味しく食べる方法をお知らせする責任が私たち事業者にはあるかも知れません。本来、餅はすぐに固く成ります。固くなるから餅なのです。固くならない餅にはそのような加工がされていることはご承知いただきたいと思います。
災害の多い時代となりお餅は非常食にもなると思います。
日本文化は縁起をかつぎます。当然、餅文化も縁起に由来しているのです。神に祈る日本文化・風習の伝承を願うと共に、日本のお餅が世界のお餅に広がることを願いつつ、これからも餅づくりに励んでゆきたいと思います。
　最後に、この砺波地方の「人の一生と祭事と餅」をまとめるにあたり富山県餅業組合会の皆様を始め関係者のご協力に深く感謝し、お礼を申し上げます。

砺波平野の散居村の生活、歴史、文化、自然、伝統芸能などの学びを通じて、地域を良く理解することにより、全国に誇れる散居景観の魅力を発信し、将来に向けて望ましい形の保全につなげる。





（学習講座５－1）





（学習講座５－２）





そのような願いと長寿を祈願するため、正月にやってくる年神様に福と徳を重ねがさね、よろしくお願いをするということで二段重ねにして床の間にお供えします。 


　満月型の餅は、天皇の神器である「三種の神器」のひとつ「八咫鏡」の形に似ているから鏡餅と言われるようになり、また、満月を別名「望月（もちづき）」と言うことから鏡餅を拝むと望みをかなえられると信じられてきたのです。


　そうゆう意味では、鏡餅は、餅の仲間で一番偉いのかも知れません。 


　近年、正月の鏡餅を、飾りや代替品で済ませることが増えたことは誠に残念です。神人共食、生のおもちをお供えしてこそ神様の力が宿ることを知っていただきたいものです。
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妊娠１０ヶ月に入り、安産でころころと元気で健康な赤ちゃんが産まれることを祈ってお祝いします。


一例として、嫁ぎ先はお里へ帰る時（実家でお産をする場合）、ころころ餅を持参します。お里と嫁ぎ先は、親戚や親しい友人・近所へ配りました。





（学習講座５－５）





嫁ぎ先へ戻り、無事に出産した事を祝います。お里での出産後１～２ヶ月して、赤ちゃんとお嫁さんが、嫁ぎ先に始めて戻り、嫁ぎ先で、ご両家の身内でご膳を囲みお祝いします。








（学習講座５－６）





また、丈夫な歯が生えるように、歯固め石に地元の神社の境内の小石を準備し、祝が終わると境内に納め、そして、しわがいっぱいになるまで長生きできるように、梅干しや固いクリを添える習慣もあります。





【桃の節句】


 雛人形、桃の花を飾り、白酒、ひなあられ、菱餅をお供えし、祝膳に、ちらし寿司、蛤のお吸い物などを準備します。


。





【端午の節句】


武者人形や鎧兜を飾り、ちまき、柏餅を供えし、屋外には鯉のぼりを揚げます。





（学習講座５－７）





【桃の節句】　


　お供え用に青白の餅（一升五合で一重ね）と菱餅を、配る餅は、一升で一重ね・青白の餅とされます。


　赤飯（小豆）は祝膳に、神仏様にも供えます。








【端午の節句】　


　　お供え用に黄白のお餅と柏餅（一升五合で一重ね・さかなの形）を、配る餅は、一升で一重ね・黄白（さかなの形）の餅とされます。


　赤飯（黒豆・小豆）は祝膳に、神仏様にも供えます。








・お餅－


　お里は、天神様を持参する時、お供え用として、三升で一重ね白白と飾り一式を持参します。　その後毎年、一升で一重ね白白をお供えします。


　一月二十五日に天神様をしまいますが、お供えのお餅を食べる際、やはり切ることは切腹に関連し縁起が悪いので、木槌で割るのが正しいとされています。


　砺波地方には、菅原道真を祭った天満宮は少ないですが、南砺市北野長楽寺に立派な天満宮があります。    





（学習講座５－８）





・お餅と赤飯－


　一升一枚の白餅、一升で一重ねの餅（男の子は豆白、女の子は紅白）


　一合の餅を十個（男の子は豆餅、女の子は紅餅）


　赤飯（男の子は黒豆・女の子は小豆）は祝膳に、神仏様にも供えます
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（学習講座５－１０）
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鏡餅は日本の伝統と言える。穀物神である「年神（歳神）」への供え物であり、「年神（歳神）」の依り代である。鏡餅と言う名称は昔の鏡に似ていることによりますが、昔の鏡は青銅製の丸形で、神事などに用いられるものである。 鏡餅が現在のような形で供えられるようになったのは、家に床の間が作られるようになった室町時代以降である。　武家では、床の間に具足（甲冑）を飾り、その前に鏡餅を供えた。これは具足餅と呼ばれた。
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左義長（さぎちょう、三毬杖）とは、小正月に行われる火祭りの行事で、地方によって呼び方が異なり（後述）、日本全国で広く見られる習俗です。


◇左義長とどんど焼き


　京都の新熊野（いまくまの）神社では、


今でも左義長の神事のあと、獅子舞が


行われて、最後に浄化された火が左義


長につけられて燃やされます。そう考え


ると、左義長は宮中の儀式、またその儀


式に沿った神社で行う神事が起源と言


えます。
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＊関東風では男雛は向かって左！関東は武家の装いで飾る。


理由は、武家中心の関東では「右上位」という考えで、身分や等級によって座る順番の決まりがある。大正天皇が西洋スタイルのご即位に倣って、皇后陛下の右に立たれた。
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・お餅－


ぼたもち


　春の「ぼたもち」は、こしあん。　秋の「おはぎ」は、粒あんとなります。


　とれたての小豆が使える秋は、皮ごとの粒あんを使い、春には固くなった小豆の
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◇こいのぼりの意味は？


 鯉が竜になって天にのぼるという中国の伝説にちなみ、こどもの立身出世、どんな環境にも耐え立派な人になるように願うもので、江戸時代から始まっています。


◇端午の節句の食べ物？


端午の節句（五月五日）に、関東
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・お餅－


おはぎ


　春の「ぼたもち」は、こしあん。　秋の「おはぎ」は、粒あんとなります。


　また、小豆の赤色は古くから邪気を払う効果があると考えられ、そして、おはぎは、貴重な砂糖を使い特別な日の食べ物でしたので、お供えし、先祖の供養・感謝・お願い・祈りました。
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砺波地方では、嫁いで始めての１１月上旬から１２月８日までに実家から嫁ぎ先へ、紅・青・ゴマを付けた大きな大福餅「ナガマシ」を贈り、嫁ぎ先は５個か７個づつ近所や親戚へ「針せんぼです。」と言い、配る慣習があります。
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